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かった虹、大槌を

代表する南部鼻曲

がり鮭、ひょうた

ん島、カモメを描

くことに。こちら

の南面は、窓が多

いことや、津波によってついた壁の傷を残さなくてはい

けないことから、ここに至るまでレイアウトにずいぶん

苦慮していたようでした。

ドキュメンタリーの撮影も佳境に

　青池組も連日の撮影が続き、今日は台湾の人達のイン

タビューだ。それぞれ、壁画へかける思い、大槌の人々

への思いを語った。最初に、女性アーティスト廖珮如さ

ん。実は、廖さん、足場に上るのはこれがはじめてだっ

たと告白。これまでは怖くて上ることが出来なかったと

のこと。それでも、大槌の復興へ向かう姿に勇気をもらっ

て、上ることが出来た。「私のはじめての足場体験を大

槌に捧げました」と微笑む。

　続いて台湾チームの執行長、いつも笑顔の顔さん。顔

さんは「壊れた家の隙間からは、草や花が生えてきて、

私たちを勇気づけてくれた。その生命力を、この絵に託

した」と答える

　「希望の樹」の作者、陳さんもインタビューを受ける。

陳さんは「ここを通る人が、僕の絵を見て、しばし心を

休めてくれたら」と期待を語る。NHK テレビの平野康

人記者も、この 30 歳のアーティストを取材した。

 

「希望の樹」「希望の虹」順調に進む

　追加した絵の具も到着した。廖珮如さん、張家銘さん

は、今日も南壁面の作業に余念がない。足場にのぼるの

が不安だった廖珮如さん、すっかり慣れてきた感じだ。

でも気をつけてくださいよ。

　「希望の樹」の大木はほぼ完成。これからは小鳥や花

を書き加えていくことに

NHK の平野康人記者が 2 度目の訪問。夜 NHK テレビ

ニュースで報道されるとのことだ。

今日は震災記念日 811

　今日は丁度 311 から 1 年 5 カ月の記念日、すべての

メンバーが 2 時 46 分の地震発生時に黙とうする。今日

は被災地の様々なところ

で、シンポジウム、黙とう、

仮設での記念行事が行わ

れた。

　夜は、「ライトアップ・

ニッポン」のイベント会

場となった、きらり福幸商店街へ。ツォ族の雅さんは、「勝

負服」の民族衣装に着替えて出発。真っ暗闇の道を歩き、

大槌川にさしかかる頃、夜空に花火が打ち上がる。一同、

足を止め歓声！　日本の花火を楽しむ。

会場に到着。浴衣の貸し出しサービスがあると聞いて、

女性陣は楽しみにしていたが、残念ながらこの時間に終

わっていた。しかし、会場で配られていた花火を、地元

の子供たち、遊びに来ていた大槌高校の三浦晶子さんら

と楽しむ。

飲食店で、席を譲っていただく

　台湾のメンバーが食事をしようと居酒屋へ入った時、

すでに満員だったが、台湾から来たのだとわかると、居

酒屋の客が皆立ち上って、311 の支援を感謝しますと

挨拶しながら、席を譲って座らせてくれた。

　出がけに嘉展は、壁に書かれた励ましの言葉「頑張ろ

う！　行く手に希望あり。」を見ながら、店の娘さんに

声をかけた。突然、彼女の眼が潤んで、真赤になる。彼

は軽く彼女を抱き、背中を叩きながら…希望は永遠にあ

る、あきらめないで！と励ました。

　

８月８日

窓の多い壁面、レイアウトに苦労した 「希望の虹」が姿を現す

地元の子どもたちと
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「希望の樹」はラストスパート

　希望の樹の最初の彩度調整が行われる。宗勳、健棠と

宜貝の若いメンバーは、昼ご飯は弁当ですませ、時間を

節約してラストスパート、若者のやる気はなかなかのも

のだ。実際、6 日間休みなし、疲れているのだが、心意

気でなんとか持ちこたえている。

　構図、色彩、彩度など何度も塗り替え、ついに朝日が

現れ、人々に温かい希望の光を投げかける様子が表現で

きた。みんなが心を一つに協力の賜物と誇らしく思う。

きっと人々の心に響く作品だと信じる。

「希望の虹」も佳境に

　虹も 7 色になり、こち

らも作業は佳境に入る。

　読売新聞記者鷹見安浩

が来訪した。廖嘉展さん

は、私たちの出来ること

はわずかだが、ここに残

した絵が、人々に未来に

対する勇気を鼓舞する助

けになればと述べる。

テレビ報道に大きな反響

　昨夜、NHK テレビで報道されると、大きな反響を引

き起こした。たくさんの方が立ち寄って下さる。建物

オーナーも友達を連れて見学に来られた。また、漁業組

合からは貝柱など海鮮物を送っていただいた。大槌のみ

なさん、私たちこそ元気をもらいました！

高校生の皆さん、再見！

長い間一緒に作業を共にしてくれた大槌の高校生は作業

を完了、今日でお別れになる。言葉はあまり通じなかっ

たけど、心は互いに通い合った。藤田先生も本当に有難

う。みなさん頑張って！　また、必ず会いましょう。

残業で追い込み

　残りの作業日も明日 1 日だけ、

そろそろ追い込みだ。夜間も照明

をつけてそれぞれ担当の20号キャ

ンパスに向かう。

　

壁画も発酵が始まった !?

　毎日のように見に来て、日本語で最大の褒め言葉をか

けてくれるおじさんがあった。今日は自転車でキャン

ディを買って、作業し

ている人達に差し入れ

をしていただいた。作

品が気に入っていただ

いたのか、本当にあり

がたい。大槌ベースの

壁画も発酵が始まった

といえる。

　「希望の樹」は、花

や蝶々がやってきて、

鳥が歌いだす。最後の

仕上げの段階だ。

　「希望の虹」は、蓬莱島の上に一筋の虹、復興の兆し、

カモメが飛ぶ、希望に向かう、沢山のサケが回遊する。

古木神父の笑顔に、ほっとする

　遂に完成、全員興奮を抑えられない。3 日間長崎に戻っ

ていた古木神父が夕方帰ってくると、急いで二つの壁画

を確認する。想像以上に素晴らしい出来上がりに、思わ

ず笑顔が。「よかった」、それを見て台湾のメンバーもほっ

とする。皆で記念写真という時、遠くの山に虹が現れ、

カモメが飛んでいく。まるで神も祝福してくれているよ

うだ。

８月 12 日

「希望の虹」も七色に

８月 12 日

キャンディの差し入れに感激

夜間も、キャンバスに向かう

台湾新故郷基金会・日本大槌高校美術部の復興ボランティアによる共同制作
虹が祝福、鮭が祝福、蛙が祝福、蝶々が祝福、ふくろうが祝福、温かいハートでの祝福。希望の樹、

希望の大槌、希望の未来。
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人の心を繋ぐ、大槌の 9 日間

　寝るとき以外は創作に没頭した 7 日間、２面の壁画、

１２枚の 100 号キャンバス、１０枚の 20 号キャンバス。

創作の質も量も大変なもの。毎日用具を水で洗った貞儒

さんも、「大変だったけど、疲れなかったわ。」それは多

 

分、喜びの気持ちがあったからと彼女は言う。喜びの心

こそ良薬、そして無限の糧。

　9 日間の大槌での生活は、命を洗い、人の心を繋ぎ、

新たな希望が芽吹くものだった。

完成壁画の前で　上左・北面　下右・南面笑顔の古木神父 上右　津波の到達点を印す
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今回は時間がないのでゆっくり話ができないが、着実に

復興が進んでいる様子は確認することができた。前回よ

りも村上さんたちに落ち着きがある。張家銘さん作のカ

エルの絵をプレゼントして、長洞地区を後にする。

お昼は車内で予め買ってあった弁当を食べて時間節約、

一路南下する。

交流のある南三陸の工藤さんは、お盆で留守のため通過

する。「後でお渡ししまーす。」

女川では魚の花

　途中、雄勝の被災地を視察した後、女川へ到着。

前回もお世話になった女川町復興連絡協議会の高橋正典

さんと鈴木敬幸さんを訪ねる。

　近況などをうかがった後、張さんが描いた花の絵を贈

呈。ちなみに花びらの一つひとつは魚になっている。水

産業が盛んな女川にはピッタリ。高橋さんから被災地外

から忘れられないようにしていくことが大切と話された

ことが印象に残る。

　高校グランドにつくられた仮設店舗による「きぼうの

かね商店街」を慌ただしく見学して出発。

石巻到着

　バスが遅れないかと心配する石巻から、ひっきりなし

に確認の電話が入る。予定より少しずつ遅れたものの、

5 時 35 分ころ石巻のバス駐車場に到着した。そのまま

石巻の壁画活動の場所を一巡した後、6 時から予定され

ている報告・祝賀会の会場へとぴったり到着した。 

大槌を後に、石巻へ向かう

　朝、いよいよ 9 日間滞在した大槌を後にする。さす

がに熱い思いがこみ上げてくる。古木神父さんはじめス

タッフの皆さん、本当に有難う！

　古木神父運転のマイクロバスに、荷物や贈呈用のキャ

ンバスを積み込んで出発、まずは同じカリタスの大船渡

ベースへ向かう。

大船渡ベース

　大船渡ベースは大槌ベースとは違って木造の平屋、周

りも人家が建ち並んでいる。ハルノコ神父以下スタッフ

が出迎えてくださった。ベース内を案内していただいた

り、懇談をした後、雅慕伊さんが描いた花の絵をプレゼ

ントした。

　11 時頃、多賀城から迎えに来た壁画隊御用達の派手

な色の大型バスが到着、それに乗り換え石巻方面へと出

発する。ガイド役の福留さん（現・東北工大准教授）同

乗してもらった。「ニーハオ」「辛苦了」　

長洞地区ではカエルの絵

次に立ち寄ったのは、陸前高田市の長洞地区。廖嘉展さ

んは、縁あってこれで 3 度目の訪問だ。仮設村の代表

村上誠二さんとは NHK 衛星番組でカエル談義をした仲

である。

　

８月 14 日

        花の絵を手にするハルノコ神父を囲んで
              高橋さんに花の絵を渡す張さん

       カエルの絵を手にする村上さん
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趣旨・メッセージ

この大樹は津波の暗闇から芽生え、

幹の両側から力強い枝が伸び、

まるで力士が誇らしげにポーズをとっているように思える。

平和を象徴するハトの群れは大樹の上で楽しく歌ってる。

春の咲いた花に止まり、愉しげに花の蜜を吸い取る蝶々。

背景は未来の光と輝きを象徴しています。

作者紹介

陳宗勲　1983 年生まれ。国立彰化師範大学卒業、第 12 回 20 号倉庫芸術家。

2009 年，場所：20 号倉庫で、展覧会「入境」

　 完成作品

カリタス大槌ベース北面　「希望の樹」
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趣旨・メッセージ

蓬莱島に現れた一本の虹、

復興のうれしい兆しをもたらした。

天翔るかもめ、未来に向けて飛び込む。

ふっくらと成長した鮭は回遊し、

喜びに満ちた顔。

作者紹介

廖珮如　台北復興美工絵画組卒業。南投県美術学会会員、了無罣礙画会会員、埔里新生代画会会員、

埔里小鎮写生隊員，廖珮如美術教室責任者。

張家銘　1969 年南投県埔里鎮生まれ。日本名古屋芸術大学彫刻科卒業。国立曁南大学人類学研究所

修士。埔里張家銘芸術センター主宰。

カリタス大槌ベース　南面「希望の虹」
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台湾・参加者

台湾壁画隊

　役割　　　氏名		  　経歴・現職　　　　　

団長　　　廖嘉展	 　新故郷文教基金会理事長	

執行長　　顏新珠	 　新故郷文教基金会執行長	

アーティスト　

　　　　　張家銘	 　1969 年南投県埔里鎮生まれ。日本名古屋芸術大学彫刻科卒業。

　　　　　　　　　　　　　国立曁南大学人類学研究所修士。埔里張家銘芸術センター主宰。	 　

　　　　　廖珮如　　　　　台北復興美工絵画組卒業。南投県美術学会会員、了無罣礙画会会員、

　　　　　　　　　　　　　埔里新生代画会会員、埔里小鎮写生隊員，廖珮如美術教室責任者。	

　　　　　不舞 . 阿古亞那　1989 台北復興商工美工科卒業。不舞工作坊主宰。

　　　　　　　　　　　　　阿里山郷来吉部落豊山小学校伝統手工芸教師。阿里山郷来吉部落木彫班

　　　　　　　　　　　　　講師。部落大学陶芸講師。社区工芸育成計画・ツォ族自然工芸計画主任。

　　　　　　　　　　　　　原住民駐在芸術家。原住民工芸師優秀工芸認定。	

　　　　　雅慕伊 yangui	 　阿里山ツォ族アマチュア芸術家，レストランを開いて長く手料理を作っ

　　　　　　　　　　　　  てきた。およそ２年余り前、重大交通事故に遭い、３カ月間療養、命の

                                              価値に気付いた。その後油絵に出会って、芸術創作にいそしんでいる。	

　　　　　陳宗勳	 　1983 年生まれ。国立彰化師範大学卒業、第 12 回 20 号倉庫芸術家。

　　　　　　　　　　　　　2009 年，場所：20 号倉庫で、展覧会「入境」	

記録事務　陳宜貝	 　新故郷文教基金会デザイン、書籍編集、WEB 編集、社区報デザイン、

　　　　　　　　　　　　  写真撮影、活動執行等	

通訳　　　王雪雯	 　翻譯

ボランティア

　　　　　王貞儒	 　中華民国社区営造学会秘書長、深耕文化工作室主宰者	

　　　　　廖健棠	 　王振瑋工作室アート助手〈廖嘉展長男〉	

　　　　　廖耕樂	 　紙教堂烘焙室助理〈廖嘉展長女〉	

　　　　　許仕杰	 　芸術科系大一新生〈廖珮如男子〉	

台湾テレビ取材チーム

張光斗	 点燈文化協会　創会理事長

曾慶瑜　　レポーター　タレント

その他

黄世輝	 雲林科技大学　教授

陳玉蒼	 実践大学高雄校区　助理教授

李宜欣	 實踐大學休閒產業管理學系助理教授 .

呉儷嬅	 台灣藍色東港溪保育協會總幹事

　 参加者名簿
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日本・参加者

大槌高校美術部	

藤田さくら	 岩手県立大槌高校教諭（美術部担当）

岩鼻真那実	 岩手県立大槌高校美術部　2 年

小林　咲	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

中村美里	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

藤原有那	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

黒沢奈緒佳	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

佐々木麻衣	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

袰岩桃子	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

三浦晶子	 岩手県立大槌高校美術部　1 年

カリタス大槌ベース

古木真理一	 大槌ベース長

片岡英和	 事務・管理

野田一馬	 ボラ活スタッフ

五島三太	 同上

生利望美	 同上

建物オーナー

道又賢一	

報道関係

玉應雅史	 河北新報社釜石市局　記者

平野康人	 NHK テレビ

鷹見安浩	 読売新聞記者

神戸・被災地市民交流会ほか

垂水英司	 被災地市民交流会

小林郁雄	 被災地市民交流会

神田裕	 被災地市民交流会　

石井修	 被災地市民交流会

天川佳美	 被災地市民交流会

福留邦洋	 被災地市民交流会

石川永子	 人と防災未来センター 主任研究員

神戸大学組	

近藤民代	 神戸大学大学院工学研究科建築学専攻

　　　　　　准教授

郷原詩乃	 神戸大学大学院工学研究科建築学専攻

　　　　　　近藤研究室

Titaya Sararit	神戸大学大学院工学研究科建築学専攻 

　　　　　　近藤研究室

川上翔	 神戸大学工学部建築学科　近藤研究室

青池組

青池憲司	 映画監督　制作全体 / 構成

青池雄太	 現場演出

山田武典	 撮影

村本勝	 編集

謝意：碇川豊大槌町長、教育部の皆さんはじめ大槌町関係者には、このプロジェクトに関し、多大なご指導ご協力を

いただきました。深く感謝申し上げます。
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　 参考

橋仔頭糖廠芸術村

　　橋仔頭糖廠は、1901 年日本人が建設した製糖工場

で、台湾で最初の現代産業基地である。台湾第 2 の都

市高雄市にあり、中心部からは北方へ地下鉄で 30 分

の位置にある。第２次大戦後は国民政府が接収したが、

製糖が衰退してからは、当地は火災に遭うなど次第に

放置されていた。1994 年まちづくりの風潮が高まる

中、地域文化に関心を持つ人々によって、ここを文化

的空間にしようとする動きがでてきた。1998 年台湾

で最初の産業遺跡となり、2001 年橋仔頭糖廠芸術村

が開設された。その後 10 年余り徐々に保存や整備が

続けられているが、なお、整備途上である。現在、芸

術村には元の製糖工

場の迎賓館を活用し

た核施設「白屋」や、

創作空間としての倉

庫、芸術家の滞在施

設などが点在してお

り、さまざまな創作

活動や展示などがなされている。

　　また、芸術村は、行政院文化建設委員会（現在の文

化部）が最初の駐村芸術家（アーティストインレジデ

ンス）のモデル実施を行った 7 か所の一つに選ばれた。

NGO とアーティスト組織が運営するのはこの芸術村

だけであった。

　　28 ヘクタールに及ぶエリア全体は国営事業台糖会

社の所有で、芸術村は使用する部分を賃貸借方式で活

　 橋仔頭糖廠芸術村と新台湾壁画隊

用している。芸術村の運営は、「白屋」と「台湾芸術

発展協会」が共同で担っている。「白屋」とは 2001

年橋仔頭糖廠芸術村づくりを推進した文化活動者や

アーティストで組織するアート会社で、「台湾芸術発

展協会」は 2001 年設立された台北の全国的民間文化

シンクタンクである。

新台湾壁画隊

　　芸術村の活動の一つとして 2010 年「新台湾壁画隊」

が組織され、これまで次のような活動を行ってきた。

　①「蓋白屋プロジェクト」

　　2010 年 11 月 20 日、1.2

ｍ× 2.4 ｍのパネル 64 枚壁

や屋根で構成された木造の

「白屋」を芸術村に建て、台

湾全土から 60 名の芸術家が

集まって壁画を制作、2011

年 1 月 1 日に完成した。そ

の 後、2011 年 7 月 台 北、9

月雲林、11 月台東など台湾

各地で蓋白屋プロジェクトを

実施した。

　②「コミュニティ創作プロ

ジェクト」

　　2011 年 3 月高雄白樹里で、

6 月屏東佳冬で、実際のコミュニティに入って壁画を

描く試みを行った。その後も、台湾各地のコミュニティ

で住民や当地のアーティストと交流・協働しながら創

作活動を行ってきた。

　

④「国際移動創作プロジェクト」

　　2012 年は、海外にも活動を広げる計画を進めてき

た。今回日本東北で行ったプロジェクトがその第 1 弾

で、続いてイタリアでも白屋プロジェクトを実施した。
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　 ペーパードームと新故郷文教基金会

神戸鷹取、ペーパードーム誕生　10 年間復興と共に

　　1995 年 1 月 17 日，阪神・淡路大震災によって神

戸市長田区鷹取にあった鷹取教会（現・たかとり教会）

は焼け落ちた。又、教会があった野田北部地区も建物

の倒壊や火災で、尊い人命が失われるなど大きな被害

を受けた。しかし、すぐさま教会には信者や住民、そ

して全国から多くのボランティアや団体が集まり、ま

さに救援活動の拠点となった。その後も、外国籍の住

民が多いこの地域で、言葉、文化、民族、国籍などが

違う住民と一緒に新しいまちをつくることをめざし、

2000 年には NPO 法人たかとりコミュニティセンター

が誕生し、現在も敷地内に 8 つの団体がネットワーク

を組んで、様々な活動を展開している。

　　震災直後、建築家坂茂は焼け落ちた教会を紙で建て

ることを提案した。その提案に対し、最初神田神父は

「町の復興が先だ」と断った

が、粘る坂氏に「町の集会

所としてなら」ということ

で誕生したのが、ペーパー

ドームである。58 本の紙管

の柱にテント張りのユニー

クなペーパードームは、教

会としてだけでなく、復興

のための様々な舞台として存分に活用されました。新

たな教会の建設が始まるまでの 10 年間、教会やまち

の復興とともに歩んできた。

台湾桃米社区　自然・生態をテーマに復興

一方、1995 年 9 月 21 日台湾の中部で地震が発生し、

広い範囲に大きな被害が広がった。その被災地の一

つに桃米社区がある。台湾の地図のちょうど中心の

あたりに位置する、海抜 400 ～ 800 メートルの山村

で、369 戸のうち 168 戸が全壊、60 戸が半壊という

大きな被害を受けた。若者が都

会へ流失するなど以前から衰退

傾向にあった桃米は、地震で大

きな打撃を受け、村民たちは復

興の方向が見いだせず途方にく

れた。まちづくりを支援してき

た NPO 新故郷文教基金会が支

援に入り、住民と話合いをす

す m せる中で、「この地には自

然しかない」ことを逆手にとっ

て、蛙、トンボ、植生など豊富

な自然生態をテーマに復興村おこしを進めることを決

めた。それ以来、村民自身で生態公園を整備し、自ら

自然を学習し、そして外から自然を楽しむ人たちを迎

えるといった活動を、地域の力量を高めることを基本

にした社区営造（まちづくり）方式で進めてきた。現

在は、村に民宿も整備され、多くの人たちがこの地を

訪れるようになっていた。

ペーパードーム台湾へ旅立つ

　　台湾の震災の際、神戸からも様々な形で支援に駆け

つけましたが、その後も被災地の市民交流活動を続け

ていた。2005 年 1 月阪神・淡路大震災 10 周年に際し、

台湾の復興まちづくり関係者を招いて記念交流活動を

開催した。ペーパードームで歓迎会を行ったとき、挨

拶に立った台湾代表の廖嘉展さん（新故郷文教基金会

董事長）が、突然ペーパードームを台湾へ移設して再

生したいという構想を提案した。

　　最初は半信半疑だったが、次第に台湾と日本の協働

プロジェクトとして進めることが決まった。それぞれ

実行委員会を作り、教会の信者さんたち、たかとりコ

ミュニティセンター、それから野田北部まちづくりの

ネットワークなどを通し、全国の大勢の方々から浄財

をいただき、無事ペーパードームを解体して神戸港か

ら台湾台中港へ向け、送りだすことができた。そして、

突然の申し出から３年半、台湾の関係者による粘り強

い努力によって、921 大地震の被災地「桃米村」にペー

パードームは見事再生した。

　　桃米に移設・再生されたペーパードームは、周りに

いくつかの建物や池、広場などが配され、全体が一つ

の園区になっている。主な施設は、紙教堂ペーパードー

ムのほか、喫茶や食事、地元の産品の売場などの建物、

生態池や芝生広場などが配されている。毎日のように、

講座、音楽会、婚礼など各種行事が行われ、多くの人

が訪れている。また、村内に 20 軒以上の民宿があり、

ゆっくり宿泊することも可能である。

　　　　　　　


